
　　　沖合漁場資源調査

ナホトカ号油流出事故関連調査

由木雄一・田中伸和*

　平成９年１月２日未明、島根県隠岐島北北東約106Km沖の海上において、ロシア船籍タンカー「ナホト

カ号」が沈没した。この際、多量のC重油が流出し島根県及び以東の各県に多大な被害を与えた。沈没現

場では約1.2万キロリットル以上もの油を積んだ船尾が残されており、新たな油流出被害が懸念された。

当初、運輸省技術安全課の推定によると、残存する重油が漏れ出す期間は半年から２年半とされていた。

　この調査は島根県における新たな油流出の被害を未然に防止するために行ったものである。

調　査　方　法

　試験船「島根丸」により図１に示す海域において、平成９年４月16日、６月10日、10月７日、11月20日

の計４回、次に示す３項目の調査を実施した。

　海上保安庁水路部の日本近海海流統計図によると、新たな流出油が島根県へ漂着する可能性は低いと考

えられたが、僅かでもその可能性があるとすれば10～12月頃と推測された。また、平成９年３月７日～４

月８日にかけて海上保安庁水路部が行った漂流ブイの調査結果によると、４月漂着の可能性も考えられた。

従って、調査はこの時期を中心に行い、流出油は北東～東方向からの漂着が考えられたので、隠岐島東に

南北40マイルの調査定線と３点を設定した。

１．海洋観測

　観測項目は水温・塩分、海流、透明度で、使用機器はそれぞれＣＴＤ、ＡＤＣＰセッキー透明度板を用

いた。水温、塩分、透明度は各定点で船を停止して観測し、海流は出港から入港まで連続して上・中・下

(10・50・100m)3層の計測を行った。

２．コランクトン調査

　各定点でノルパックネット(GG54)によるO～150m鉛直曳を行った。採集された標本は沈殿量の計測、

卵稚仔の計数と同定を行った。また、顕微鏡により油微粒子のプランクトン(卵稚仔と夜光虫)の体内への

蓄積状況を調べた。

３．漂流油分布調査

　漂流油の観察は原則として出港から入港までの間、調査船の航行線上において目視により行った。

＊　漁場開発科
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調　査　結　果

１．海洋観測

　表１、２に海洋観測の結果を、図２に調査海域の水温を示す。これらによると、観測時の各層(10～100

m)の水温は４月が11.77～13.60℃、同様に６月が8.93～19.98℃、10月が11.71～21.87℃、11月が13､76

～18.06℃である。過去30年間の平均水温(各月上旬の平均水温)と比較すると、４月と６月の水温は平年

よりやや高目、10月と11月の水温は逆に平年よりやや低目となっている。しかし、４月と11月の観測は中

旬に観測した値であり、これを考慮すると観測時の水温は各月ともほぼ平年並みであったと言える。

　各層(10～100m)の塩分は４月が34.36～34.58‰、6月が34.29～34.51‰、10月が33.07～34.43‰、11

月が33.64～34.36‰である。これによると、塩分の変動は中･下層(50･100m)では33.64～34.56‰と小さ

く、上層(10m)で33.07～34.58‰と大きくなっている。上層の塩分値は4月に最高を示し、6月は低下し、

10月には最低となった。そして、11月には上昇を始めた。

　透明度の最高値は24mで４月の定点１と６月の定点１・２で観測された。最低値は16mで11月の全点(定

点１・２・３)で観測された。定点１～３の平均透明度は６月が最も高く、次いで４月、10月、l1月の順と

なっていた。観測された16～24mの値はいずれもこの海域の一般的な値である。

　流出油の県内への漂流･漂着を左右する最大の要因は海流である。調査定線上で観測された海流ベクト

ルと各月上旬の水温水平分布を図３、４、５、６に示す。これによると、４月は最大流速が0.9ノットで各層

(10～100m)とも北流が卓越している。６月の最大流速はL35ノットで、定線上の北側では各層とも東流

が卓越し、南側の上･中層では南～南西流がみられる。これにより、６月の特に上層では隠岐島の北から

東を通り南進する流れが卓越していたと思われる。10月の最大流速は1､2ノットで、各層とも隠岐島北側

を東進する流れが卓越している。また、上層では隠岐島東側を南進する流れと、下層では隠岐島南側を東

進する流れもみられる。11月は４月と同様北流が卓越しているが、最大流速が1.4ノットと４月より北上

傾向が強くなっている。このように各月の海流はほぼ等水温線に沿った流れとなっており、全体的に東～

北方向への流れが卓越している。

２．プランクトン調査

　プランクトンの調査結果を表１・２に示す。採集されたプランクトンの沈殿量は13.4～65.0ccの範囲に

あった。６月の定点３において65ccと最大値が得られたが、これは主にクラゲ類によるものであり、これ

以外はほぼ一般的な数値と言える。

　延べ12回の調査で、卵は11種151個、稚仔は８種51尾が採集された。卵で多かったのはキュウリエソ、

カタクチイワシ、ホタルイカで、この３種で全体の90％以上を占めている。稚仔で多かったのはキュウリ

エソでこの１種で全体の65％を占め、次にホタルイカ、カタクチイワシの順になっていた。卵稚仔の量が

多かったのは４月・６月で、これに比べ10月･11月は少なかった。

　油微粒子のプランクトンヘの蓄積状況を把握するため、卵稚仔及び夜光虫を顕微鏡で観察したが、油微

粒子が体内に取り込まれた形跡のある個体は全く見られなかった。

３．漂流油分布調査

　出港から入港までの外洋において、漂流油の目視観察を行った。各月とも漂流油は全く観察されなかっ
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た。また、双眼鏡で観察された水鳥類の体に油分が付着していた個体は見られなかった。さらに、プラン

クトン採集時にノルパックネットヘの油分の付着状況にも注意を払ったがその痕跡も全くなかった。

　流出油の監視と漁場環境への影響調査を把握するため４月から11月にかけて計４回の調査を実施した。

漂流･漂着油が確認された場合、緊急連絡体制を整え、回収等の被害防止の対応、油の採集と特定の依頼

等を計画していた。しかし、実際には流出･漂着油は確認されなかった。

　運輸省、海上保安庁、水産庁等の関係機関の調査結果は、報道機関により次のように発表された。事故

のあった１月、船尾部沈没地点付近の海上では帯状の油膜が数百メートルにも広がり、１日30～40キロリ

ットルの油が流出している。そして、島根県から秋田県に至る各県へ漂着した油の量は約４万キロリット

ルが回収された。さらに、３月には日本海のほとんどの沿岸海域で油分は検出されず通常値で、海洋生物

への直接的な影響は小さいと発表されたが、その時点ではまだ沈没地点からの油の流出は続いていた。こ

の時期の油の流出量は日水研によると１日約10キロリットルと推定された。その後、７月には流出量が急

減した。そして、12月には船尾部から漏れ続けてきた重油の量が急速に減少、流出がほぼ止まった可能性

が高いと報道された。このように、量の変化はあるものの調査を実施している間にも沈没地点からの油の

流出はあったが、調査海域および島根県への漂流･漂着はなかった。これは流出油の量が徐々に減少し、

沿岸に漂着する前に海面で分散消失したためであり、同時に、沈没地点から島根県へ流出油が流れて来る

ような海況になかったことにもよる。

　調査の結果、水温･塩分･海流･透明度･卵稚仔･プランクトンのいずれもが、これまでに報告されたよう

な値の自然変動範囲内に収まっており、分布状況や出現状況等に特に異常は認められなかった。以上から、

流出油の監視を目的とする調査の継続は、今後必要ないものと判断される。
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表１ 海洋観測記録

定点番号 １ ２ ３ １ ２ ３

観測月日 4/16 4/16 4/16 6/10 6/10 6/10

観潭寺刻 ０９：０４ １０：５１ １２：４０ ０９：１０ １１：０３ １２：５０

水

温

(℃)

　　Ｏｍ

　１０ｍ
　２０ｍ

　３０ｍ

　５０ｍ
　７５ｍ

１００ｍ
１５０ｍ

２００ｍ
３００ｍ

１３．６０

１３．６０

１３．５･０

１３,４７

１３．２０

１２，８９

１１，７７

１０．７２

　７．２１

(１７０ｍ)

１３．１０

１３．０２

１２．９９

１２．９３

１２．８２

１２．６４

１２．１２

１１．９９

１１．７６

(１８０ｍ)

１３．９０

１３．４９

１３．４２

１３．１３

１２．８１

１２．１３

１１．９３

　９．４１

　５．１２

　０．８１

２０．１０

１９．９８

１８．４９

１７．８５

１６．５５

１５．５９

１３．９７

１１．００

１０．２５

(１６０ｍ)

１９，６０

１８．５０

１８．２０

１７．７１

１７，００

１５,９８

１４,８６

１１，６５

　７．５２

(１８０ｍ)

１９．１０

１８．５３

１７,４８

１６．４９

１４．６５・

１１．６２

　８．９３

　４．０９

　２．２７

　１．０７

塩

分

(‰)

　　Ｏｍ
　１０ｍ

　２０ｍ
　３０ｍ

　５０ｍ
　７５ｍ

１００ｍ
１５０ｍ
２００ｍ

３００ｍ

３４．５５

３４．５８

３４．５８

３４．５８

３４，５６

３４．５３

３４，３６

３４．３２

３４．１９

(１７０ｍ)

３４．５６

３４．５５

３４，５６

３４．５６

３４．５４

３４．５３

３４．４８

３４．４７

３４．４３

(１８０ｍ)

３４．５８

３４，５８

３４，５８

３４，５８

３４，５３

３４,４７

３４．４５

３４．３２

３４．１３

３４，１１

３４．２９

３４．３２

３４．３７

３４．４２

３４．４７

３４，５１

３４，５１

３４．３６’

３４．３４

（１６０ｍ）

３４．３０

３４，３２

３４．４１

３４．４４

３４．４７

３４,４９

３４．５１

３４．４３

３４．１８

(１８０ｍ)

３４．４３

３４．４３

３４．３６

３４．５０

３４．４２

３４．３７

３４，２９

３４．１３

３４．０９

３４．１１

海深(ｍ) １７６ １８４ - １６８ １８４ -

波浪・うねり １・１ １・１ １・２ １・１ １・１ １・１

餉･鮭(ｍ／ｓ) NE・3.4 E・2.6 ESE ・2.5 W・3.8 Ｅ・１,０ SW・3,4

気温（℃） １０．０ １０．０ １０．８ ２０，１ １９,４ １８．５
天気 BC BC BC Ｃ Ｃ Ｃ

気圧（hPa） 1020.0 1020.5 1020.0 1001.2 1001,0 1001,0

透明度 ２４ ２０ 19- ２４ ２４ １９
ｱﾗﾝｸﾄﾝ沈殿量(cc) １６,４ 13.4 ３９．２ ３２．５ ３５．７ ６５，０

卵(種・数) ｷｭｳﾘｴｿ21
紬阿力２

ﾏｲﾜｼ１

ｷｭｳﾘJｿ２

ﾎﾀﾙｲｶ８

ｳﾅｷﾞ目２

ｷｭｳﾘｴｿ６
ﾎﾀﾙｲｶ12

ｳﾙﾒｲﾘｼ１

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ35

ｷｭｳﾘｴｿ20

ﾎﾀﾙｲｶ１

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ４

ｷｭｳﾘｴｿ４

ﾎﾀＭ力１

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ11

ｷｭｳﾘｴｿ４

　ﾏｱｼﾞ１

　不明１

稚仔(種・数) ﾆｷﾞｽ科１ ﾎﾀﾙｲｶ１ ｳﾙﾒｲﾜｼ１

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ２

ｷｭｳﾘｴｿ５

ｶﾀｸﾁｨﾜｼ３

ｷｭｳﾘヱｿ16

　ﾎﾀﾙｨｶ５

ｷｭｳﾘｴｿ４

ﾏｱｼﾞ２

－39－



表２　海洋観測記録

定点番号 １ ２ ３ １ ２ ３

観測月日 10/7 10/7 10/7 １１／２ ０ １１／２ ０ １１／２ ０

隨瞬刻 １３：０３ １ １： １５ ０９：２５ １４：００ １２：０２ １０：０２

水

温

(℃)

　　Ｏｍ

　１０ｍ

　２０ｍ

　３０ｍ

　５０ｍ

　７５ｍ

１００ｍ

１５０ｍ

２００ｍ

３００ｍ

２１．８０

２１．８２

２１．７７

２１．５５

１８．０６

１６．３６

１５．０１

　９．６３

　４．７９

(１６５ｍ)

２１，９０

２１，８７

２１．７８

２１．６１

１９．２２

１６．８９

１５．５７

　８．５９

　３．１４

(１８０ｍ)

２１．４０

２１．５９

２１，６１

２１．６３

１７．９６

１４．３４

１１．７１

　５．１６

　１．９９

　０．７９

１７／７０

１７．６０

１･７．５２

１７．４１

１７．３７

１６．４３

１３．７６

　７．７４

　４．７１

(１６０ｍ)

１７．９０

１７．９７

１７．９７

１７．９６

１７．９５

１７．４８

１５．９１

１０．３３

　６．７０

(１７５ｍ)

１８,００

１８．０６

１８．０６

１８．０６

１８．００

１５．８１

１．４．６４

　７．４８

　３．３５

　１．０５

塩

分

(‰)

　　Ｏｍ

　１０ｍ

　２０ｍ

　３０ｍ

　５０ｍ

　７５ｍ

１００ｍ

１５０ｍ

２００ｍ

３００ｍ

３３．１１

３３．１２

３３．１３

３３．２６

３４．２５

３４．３４

３４．４０

３４．２５

３４．０８

(１６５ｍ)

３３．１１

３３．１７

３３．２３

３３．３９

３４．１５

３４．３３

３４，３９

３４．２７

３４．１５

(１８０ｍ)

３３．０５

３３．０７

３３．１６

３３．１８

３４，２９

３４．４３

３４．３７

３４．１８

３４．１２

３４．１０

３３．６６

３３．６７

３３．６６

３３．６７

３３．７７

３４．２６

３４．３６

３４．０３

３４．１８

(１６０ｍ)

３３．６３

３３．６５

３３，６５

３３，６５

３３．６５

３３，７７

３４，１９

３４．２７

３４．１７

(１７５ｎ１)

３３，６３

３３．６４

３３，６４

３３．６４

３３．６４

３４．２２

３４．３３

３４．１８

３４,０９

３４．１０

海深(ｍ) １６７ １８４ 一 １６７ １８３ -

波浪・うねり ２・１ １・１ １・１ ２・２ ２・２ ２・２

餉･鎚�s） WSW ・9. 0 WSW ・ 5, 0 SW ・7. 0 SW・4.3 SW・6.7 Ｓ・６,３

気温(℃) ２２．０ ２２．０ 2 1. 8 １６，０ １５．４ 15.4

天気 BC BC Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

気圧（hPa） 1014.0 1015.0 10】6.0 1027,2 1027,7 1028.6

透明度 ２０ ２０．５ ２２ １６ １６ １６
ｱﾗﾝｸﾄﾝ沈殿置(cc) １６，５ １５，５ ２２．０ ２４．０ ２５．６ １７．０

卵（種・数） ｷｭｳﾘｴｿ１
ｳﾅｷﾞ目１

ｷｭｳﾘｴｿ４

ｶﾚｲ目６

ｷｭｳﾘｴｿ２ ｷｭｳﾘｴｿ１

不明１

ｷｭｳﾘｴｿ１

稚仔(種・数) ｷｭｳﾘｴｿ３ ｷｭｳﾘｴｿ３ ｷｭｳﾘｴｿ１ ｷｭｳﾘｴｿ１
ｽﾙﾒｲｶ１

ｽﾙﾒｲｶ１

ｴｿ科１
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